
２. データサイエンス・AI全学教育機構の概要

東京工業大学（以下、本学）では、2019年度から開始した「データサイエンス・AI大学院全学教育」による修士課程・博士後期課程学生
向けの教育を皮切りに、2020年度からは学士課程を対象とした科目も設置し、データサイエンス・AI全学教育プログラムを行ってきま
した。データサイエンス・AI全学教育機構（以下、本機構）は、（1）学士課程から大学院まで一貫した全学教育プログラムの拡大・推進、
（2）社会的課題解決能力を身につけるための企業連携、（3）国内外の他大学への授業配信などの連携、の3つの柱を中心とし、2022年
12月１日に設置されました。本機構は、既に存在するデータサイエンス・AI全学教育プログラムをさらに発展させ、トップ人材を育成する
ためのプログラムを確立し、高度なデータサイエンスや人工知能（以下、DS・AI）教育を国内外の他大学へ展開することで、専門分野の
境界を越えて課題解決・教育指導を行う「共創型エキスパート」人材を育成することを目的としています。

２.1. 目的

データサイエンス・AI全学教育機構の概要

本学の6学院および3卓越教育院、複合系コース等から選出された委員から構成されるデータサイエンス・AI全学教育機構運営委員会
のもとに、全学教育部門、社会連携部門、情報基盤・広報部門、企画調査部門の4部門および機構事務局を設置し、その相互の
連携のもとで全学教育プログラム等を運営し、領域横断的に社会的課題を解決できる「共創型エキスパート」人材の育成をめざします。
また、2023年4月には事務局学務部に全学教育推進室が設置され、機構事務室と緊密に連携しながら、機構事業の推進を行っています。

２.2. 実施体制
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３. データサイエンス・AI全学教育プログラム
３.1. データサイエンス・AI全学教育プログラムの考え方と取組み
データサイエンス・AI全学教育プログラム（以下、DS・AI全学教育プログラム）は、今日のデジタル情報化社会において大きな役割を
担うDS・AIの技術を学び、それらを駆使し、さらには専門分野の垣根を越えて交流し、多様な社会的課題を解決できる人材を育成する
ことを目的としたプログラムです。また、本学は数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムの拠点校であり、本機構は
コンソーシアムを通して他大学のDS・AI教育水準の向上に取り組んでいます。

３.2. リテラシーレベル：学士課程1年次相当（2021年度開始）
数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を修得し、それらを利活用できる
基本的な能力を身につけることを目標とします。情報リテラシーはもちろん、
データの特徴を見極める力をかん養し、Pythonを用いた実際のデータの
処理などを学びます。リテラシーレベルのプログラムは文部科学省数理・
データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）に認定
されています（令和4年度MDASH Literacy認定取得）。
● 修了要件
　理工系教養科目（情報）の4科目
　　「情報リテラシ第一（LAS.I111）」
　　「情報リテラシ第二（LAS.I112）」
　　「コンピュータサイエンス第一（LAS.I121）」
　　「基礎データサイエンス・AI（LAS.I131）」
　を履修・単位取得
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